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01 | 研究動機

社会的選好とは

他人との関わり合いの中でどのような選択をするのか

or



01 | 研究動機

社会的選好について

する人、しない人の差って、、、？

日常の社会的選好例

募金活動

ボランティア

お土産のおすそ分け

エシカル
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社会的選好について

9つのタイプ

競争的

利己的羨望的

弱いものいじめ的

こびへつらい的

利他的不平等回避的

平等回避的

マキシミン的
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 近年、価値観の多様化により学生の就労意識の変化

 あまり研究されておらず未開拓分野であること

 労働の需給ミスマッチという問題
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やりがい・社会的貢献

を重視する人が増加

キャリア観

社会的選好で差が出るのでは？



01 | 研究動機

Google Scholar

「社会的選好」 約18,200件

「社会的選好 キャリア」 約1,800件

未開拓
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社会的課題に照らして 【離職率】

退職者（年収300万円）一人の損失

 採用コスト

 教育コスト

 退職金
662万円 ＋ （知識、生産性、イメージ）

社会的損失
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転職理由ランキング

1位 給与が低い

2位 やりがいを感じない

3位 企業の将来性

選好把握によって
防げる可能性がある
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1. アンケートを実施

2. アンケートを集計

3. 社会的選好が9つのいずれのタイプか判定

4. それぞれの企業評価の平均値を出す

5. 分析

6. 分析結果から社会的選好とキャリア観の関係性を考察

利己的

羨望的

利他的

競争的

こびへつらい的

不平等回避的

平等回避的

弱いものいじめ的

マキシミン的
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■アンケート回答人数 118人

アンケート回答者

男性, 

68, 

58%

女性, 

50, 

42%

■性別

男性 女性

大学3

年生, 

89, 

75%

大学4

年生, 

29, 

25%

■学年

大学3年生 大学4年生

文系, 

102, 

86%

理系, 

16, 

14%

■文理

文系 理系
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キャリア観に関するアンケート内容①

1. 高賃金であること

2. 終身雇用制度

3. 福利厚生

4. 社風が自分と合う（働きや
すい）こと

5. やりがい

6. 自分の強みを活かせるか

就活生として企業を評価する場合に重要な指標を優先度合いについて5段階評価で答えてください
（あまり考慮しない：1点 , どちらでもよい：2点 , やや考慮する：3点 , 考慮する：4点 , とても考慮する：5
点）

7. 自分が成長できるか

8. 企業理念

9. 環境への配慮

10.雇用の機会均等性について

11.貧困や飢餓をなくすための取り組
みを行っていること

12.コンプライアンスの意識が高いこ
と
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外的報酬(前ページの質問1～4)

内的報酬(前ページの質問5～8)

社会的貢献(前ページの質問9～12)

外から与えられる具体的な報酬のことを指す。

環境やジェンダー、人種など自分以外の身の周りの人への配慮を指す。
（今回研究する上で独自で定義したもの）

仕事そのものから生まれる報酬のことを指す。
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キャリア観に関するアンケート内容②

金融業界

建設・不動産業界

運輸・物流業界

流通・小売業界

 IT業界

マスコミ・メディア・広報業界

エネルギー・資源業界

現時点で志望している業界について第1希望から第3希望まで答えてください。

自動車・機械業界

電気・精密機器業界

食品・飲食業界

生活品業界

サービス業界

エンタメ・レジャー業界

公務員
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社会的選好について

 他人との関わり合いの中でどのような選択をするのか

自分と相手の受取額の配分に対する評価

社会的選好

自分が受け取る金額の大小
自分と比べて相手がどれだけの金額を受け取るか
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社会的選好測定用アンケート内容①

組番号1～5の中であなたの選択の変わり目となる組番号を答えてください。

組番号 選択肢A 選択肢B あなたの選択

１ 自分に800円,相手に1300円 自分に1000円,相手に1000円 AまたはB

２ 自分に900円,相手に1300円 自分に1000円,相手に1000円 AまたはB

３ 自分に1000円,相手に1300円 自分に1000円,相手に1000円 AまたはB

４ 自分に1100円,相手に1300円 自分に1000円,相手に1000円 AまたはB

５ 自分に1200円,相手に1300円 自分に1000円,相手に1000円 AまたはB
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社会的選好測定用アンケート内容②

組番号6～10の中であなたの選択の変わり目となる組番号を答えてください。

組番号 選択肢A 選択肢B あなたの選択

6 自分に800円,相手に700円 自分に1000円,相手に1000円 AまたはB

7 自分に900円,相手に700円 自分に1000円,相手に1000円 AまたはB

8 自分に1000円,相手に700円 自分に1000円,相手に1000円 AまたはB

9 自分に1100円,相手に700円 自分に1000円,相手に1000円 AまたはB

10 自分に1200円,相手に700円 自分に1000円,相手に1000円 AまたはB
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分析説明

 ランダムフォレスト

学習データの変化で性能が変わりやすい決定木の問題を克服するために

多様なモデルを多く作る手法のこと。

 決定木
条件分岐によってグループを分割し、分類する手法のこと。
グループは同じような属性で構成されるよう分割される。
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外的要因重視

社会的貢献要因重視 利他的

利己的

不平等回避的

競争的

自分の利益が高いことや相手の利益より多くなることを望むタイプ

相手の利益が高いことや不平等にならないことを望むタイプ
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志望業界との関係性

利己的

不平等回避的 利他的

その他

IT

公務員

不明

「高い報酬」

「安定」「公僕」

決め手に欠ける

選好が決め手となり業界決定？
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アンケートに基づくデータ

マキシミン的、平等回避的、こびへつらい的、利他的はサンプル数が少ない為今回の分析対象から外します。

選考 サンプル数

利己的 41

不平等回避的 28

弱い者いじめ的 12

羨望的 12

競争的 12
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利己的：具体的報酬 

不平等：精神的報酬

利己的 … 不平等回避的 
正解率９３％ 

深さ２ 
点数が低いほど利己的の比率高い 
深さ３  
利己的の外的報酬が高い 
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ランダムフォレスト

 利己的…不平等回避的

特徴量：3変数

→ 0.57/0.21/0.21 (切り捨て)

３つの分野のうち、外的報酬 を最も
重視して２つを分類 

利己的は特に外的報酬の値が高い
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ランダムフォレスト

 利己的…その他

特徴量：3変数

→ 0.33/0.39/0.26 (切り捨て)

差がない
利己ー不平等回避的は外的報酬が顕著



04 | 分析

外的、内的、社会的は4つの質問により構成

各4以上で16点以上になる

決定木の問題 

利己的 不平等回避的

15点以上 34人 19人

83% 68%

16点以上 32人 15人

78% 54%

利己的 不平等回避的

15点以上 22人 19人

54% 68%

16点以上 19人 15人

46% 54%

利己的 不平等回避的

15点以上 13人 10人

32% 36%

16点以上 7人 7人

17% 25%

 外的報酬  内的報酬  社会的貢献

利己的と不平等回避的では重視する分野が異なる
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ランダムフォレスト

 利己的…不平等回避的

特徴量：全変数

個別の変数より外的・内的・社会的

→重い

傾向として表れている
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利己的, 23%

不平等回避的,26%

その他, 51%

■公務員の社会的選好の割合

利己的 不平等回避的 その他

利己的, 34%

不平等回避的, 24%

その他, 42%

■全体の社会的選好の割合

利己的 不平等回避的 その他

消極的な要因として働く
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1. 選好間のキャリア観に一定の違い → 仮説△

2. 個別ではなく、傾向で → 仮説〇

3. 消去法としての選好の影響 → 仮説×

「選好」の影響範囲を理解することが必要
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離職者、転職者へのアンケート調査

→選好とキャリア観のミスマッチは存在するか

学生の追跡調査

→離職者の特徴把握
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